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まえがき
農業においては、作業中の事故が高い水準で発生しており、本人ばかりか経営体や組織に

とって大きな損失になりえます。そこで、おかやまフォーベルネットでは畜産経営を守る取組

みの一つとして、「農作業機械」と「和牛の飼養管理」の２つのテーマでそれぞれ専門家を講

師に招き、事故防止のための研修会を行ってきました。

研修会の中で、農作業安全には、①事故の実態を知り、「自分ごと」としてとらえること、

②機械・環境・人に潜む危険に気付き、全員で共有すること、というお話がありました。畜産

現場での事故は経営内で完結し、表には出にくいものだと思います。岡山県畜産協会では、研

修会で行ったグループワーク後、講師のアドバイスにより、ヒヤリ・ハット事例についてアン

ケートを実施し、それを基にフォーベルネット会員や研修会の参加者が普段の作業の中で危険

だと感じたことと、その対策をとりまとめた事例集を作成いたしました。

この事例集が皆様の畜産経営を守る一助となれば幸いです。

一般社団法人 岡山県畜産協会
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牛との接触 牛との直接的な接触（肉牛）

ミルクを飲ませる際、顔を近づけていると急に頭を上げ、顔面にあたり内出血になった発生状況

発生状況 エサ箱の食べ残しを取るときにも上記と同様になった

対策

・エサ箱の食べ残しを取るとき、牛が下がっているのを
確認して取るようにする
・⼦牛の頭の可動範囲に顔を近づけないような姿勢をと
る

原因

・急いでいる時、牛の確認をしないで取ろうとすると、
牛が顔を出してきてあたる

対策

・⼦牛が飲んでいる時に、喉のあたりをさすって頭を上
げないようにする
・⼦牛の頭の可動範囲に顔を近づけないような姿勢をと
る

原因

・ミルクを飲ませる際は腰をかがめるため
・⼦牛の頭のすぐ上に顔を近づけてしまった

牛の行動と人の作業を分ける
ように

哺乳ボトルをセットできるよう
にしてみては？
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牛との接触 牛との直接的な接触（肉牛）
牛の頭絡がゆるんでいたので締めていた時、牛が急に頭を振ったので、牛の頭と左顔面がぶ
つかり、目の周りがアザになり、眼帯をしての生活となり不便だった発生状況

発生状況
牛舎の部屋替えをして、牛のメンバーが変わった時、柵が一部外れていたので、直して
いたが、牛をつながず自由にしていたので、優先順位を決める頭の突き合いが始まり、
作業しているところへ牛が飛び込み足を踏まれた（2〜3日の打撲）

対策

・部屋替えの後は、牛同士の突き合いをすることがある
ので、柵内の安全や自身の安全を確保したうえで、牛を
フリーにする

原因

・柵内の安全が確認できる前に、牛をフリーにしてし
まった

対策

・牛の頭を振る範囲や方向を予想して自身の危険の少な
い立ち位置をとる

原因

・牛に対しての安全な立ち位置について考えていなかっ
た

牛のいる所に入るときは、
身を守るもの（棒）など

を持っておく

棒を持つことが適切なのか、正直、分かりま
せん。かえって牛を怯えさせることになる可
能性もありそうです。
むしろ、二人一組で、一人は牛の動きを警戒
するとか、マンパスを設けるといった方が良
さそうな気がします
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牛との接触 牛との直接的な接触（肉牛）
放牧に出していた牛を捕まえらなくなり、投げ縄で捕まえたが、牛が急に逃げて引きず
られた発生状況

発生状況
分娩後、⼦牛に人⼯初乳を飲ませるため⺟牛を繋留しようとした時、⿐環が破損し、そのま
ま壁に押さえ付けられ、3回程度頭でしゃくり上げられ、宙に飛ばされ、⿐骨骨折や鎖骨骨折
で入院した

対策

・⺟牛の系統の確認や前回分娩時の記録、⺟牛の親の気
性等を参考にする
・分娩時の繋留は牛房外から引掛棒等で行い、保定後に
立ち入る
・複数人作業の場合、自分以外の周りの作業状態を確認
しながら、声を掛け合い作業する
・作業以外の人にもわかるように牛房外にも危険だった
牛の表示をする
・⺟牛はできるだけ角を切る

原因

・通常は聞き分けの良い牛だったため、普段通り牛房内
で作業をしていた。二人体制だったが、一人が⺟牛、も
う一人が⼦牛と同時進行で作業したため、他方の確実な
作業の確認ができていなかった

対策

・移動型スタンチョンを作る
・二人以上で捕まえる
・牛を人や放牧に慣れさせる
・牛とコミュニケーションをとり、牛のタイミングで動
かす

原因

・外部導入牛だった
・逃げた牛を力づくで止めようとしてしまい、ロープを
離すことができなかった

ロープは手を離せるように持っておく
どうしても巻きたい場合は、

利き手と反対側の手で緩く1回巻いて持つ

首と二重でとめる
小さい時に除角しておくと
大人しくなるのでは？
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牛との接触 牛との直接的な接触（肉牛）
太りすぎて自力で起き上がれない肥育牛をロープをかけ引っ張り起こす時、牛が起き上がろう
とする反動で頭部を反らしたので、牛の背中側にいた人の胸部に角があたり、息苦しくなり病
院で打撲と診断された

発生状況

発生状況 発情している牛を確認せずロープを外したら、急に目の前で隣の牛にマウンティングさ
れて危なかった

対策

・牛の保定をしてから作業する
・日頃から牛をよく観察し、発情した牛や調⼦の悪い牛、
気性の荒い牛には目印を付けておく

原因

・発情の確認をしていなかった

対策

・牛が大きいため、思っているより大きな力があり、突
然動くことがあるので、牛の可動域を予測した作業をす
る
・複数人の作業時は、危険がある場合には声を掛け合う
・ロープは角だけでなく、頭全体にかけ、可動域を狭め
る
・ロープやワイヤーが切れた場合も考えた人員配置をす
る
・起き上がれない牛にならないよう床の状態や飼料設計
等を注意する

原因

・牛も起き上がろうと必死なため思わぬ動きもするが、
牛の可動域に人が立っていた
・ロープを角にしかかけていなかったので、余計に頭部
を振った

牛は危険な存在だと認識する
牛の後ろには立たない
一気に複数人で作業する
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牛との接触 牛との直接的な接触（肉牛）
分娩房の除糞をしていた時、外から帰ってきた親牛が人を飛び越えた（偶然ケガはしなかっ
た）発生状況

発生状況 神経質な牛に触れようとした時、蹴られた

対策

・危険な牛には目印をしておく
・危険な作業は2人以上でする
・直接、蹴りが当たらない方向から接近する

原因

・いきなり牛に触った
・蹴られる方向から牛に近づいてしまった

対策

・人が作業している時は牛が入らないように声をかけて
から牛を動かす
・牛を移動させる際は、周囲に人がいないかよく確認し、
複数で作業している場合は、お互いに合図を送りあって
相手が了解したことを確認してから、行動する

原因

・家族が作業しているのに気づかず、牛を移動させた
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牛との接触 牛との直接的な接触（肉牛）

じゃれてきた⼦牛に足を踏まれた発生状況

発生状況 ⼦牛がタックルしてきた

対策

・まや出しの時などに頭絡でつないで慣れさせる
・度を超したかわいがり方はしないようにする
・乗馬用やバイク用のチェストアーマーを利用する

原因

・⼦牛にとってはじゃれているだけだが、力が強いので
痛い
・⼦牛をかわいがりすぎていたかも知れない

対策

・⼦牛の時から関わって育てていくが、度を超したかわ
いがり方はしないようにする
・牛の行動パターンや行動理由を考えて人が気を付けて
動く
・安全⻑靴の利用

原因

・安全⻑靴を履いていなかった
・⼦牛をかわいがりすぎていたかも知れない
・⿐ぐりの位置にイライラしている牛もいる

牛は人をランク付けするので、
生まれた時からのしつけが大切
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牛との接触 牛との直接的な接触（酪農）

フリーバーンで牛を追い込んでいる時、足を踏まれた発生状況

発生状況 搾乳のミルカ―をつける時、蹴られた

対策

・キックストップを使う
・しっぽを持ち上げれば、後ろ足が上がりにくい
・搾乳になれていない初産牛にはとりわけやさしく作業
を行う

原因

・牛が搾乳を嫌がっていた（初産牛？乳房炎？）

対策

・安全⻑靴を履いて作業する
・牛に蹴られたり踏まれたりし易い位置には、できるだ
け立たないようにする
・発情した牛など突発的な行動をとりやすい牛には印を
付けておく

原因

・牛が発情していた
・牛に足を踏まれる位置に立っていた
・安全⻑靴を履いていなかった
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牛との接触 牛と周囲の構造物による接触（肉牛）
牛を繋留する時、牛が逃げようとしたため、追綱と柱に手が挟まりそうになり、指がしばら
く痛かった発生状況

発生状況
繁殖牛舎はつなぎがあり、朝夕の飼い付けの際はパドックに出す。エサやり後、そこか
ら入ってきた親牛を一頭一頭自分が入るところに入れ、首にロープを回してナスカンで
留めようとした時、気の荒い牛で頭を振られ、左手の小指がません棒を止めている金属
に勢いよくあたって切れた。

対策

・牛の近くで作業する際は、できるだけ牛と周囲の構造
物との間に身体を入れないようにする
・毎日の作業の繰り返しの中、1回このようなことが
あったら、肝にとめて十分注意して作業する
・ません棒にウレタンなどの緩衝材を巻く

原因

・牛の行動を予想できていなかった
・牛の頭とません棒の間に手を入れてしまった

対策

・追綱は、手に巻いたり輪にせず、すぐさばけるように
持つ
・引っ張られた時、余裕があるよう⻑めに持つ
・素早く縛れるよう、ロープの扱いに慣れておく
・ロープの殺し方を習得しておく
・牛の体重移動をよく見ておく

原因

・追綱の扱いが未熟であったため、牛の素早い動きに
持っていかれた

手袋をつけることを習慣にする

従業員教育も大切
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牛との接触 牛と周囲の構造物による接触（肉牛）
まや替え作業時、牛房の扉を開閉する際、牛が滑った反動で扉がはね返り、顔面を強打し、
体ごと飛ばされて、病院で打撲と診断された発生状況

対策

・いつでも牛の動きを念頭に行動する
・扉の可動域での作業はできるだけ避ける
・牛を驚かせないよう、素早くもゆとりを持った行動を
心掛ける

原因

・牛の動きを見ず、扉と重なる位置での開閉作業をして
いた
・扉を開閉する際、牛が滑るような急な動作だった？
・床が滑りやすかった？

従業員教育も大切
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牛との接触 牛と周囲の構造物による接触（酪農）
ロボット搾乳のため、待機場へ追い込んだ時、牛が突然向きを変えたため、鉄の扉がはね返っ
てきて膝にあたり、負傷した発生状況

発生状況 牛がロボットの搾乳待ちをしている中、扉を開けようと近づいたところ、牛に突かれて
転んだ

対策

・突いてくる牛がいることを把握しておく
・牛に背をむけない
・牛がいる場所には、極力、一人では入らない

原因

・一人で作業していた

対策

・ロープで扉をつないでおく
・牛の突然の動きに注意する

原因

・一人で作業していた
・牛の突然の動きに対応できなかった
・扉の可動範囲に立っていた
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牛との接触 牛と周囲の構造物による接触
大きな声にびっくりした牛と柵との間に挟まれた発生状況

対策

・牛がいる所では大きな声を出さない
・外から大きな音がする場合は、牛が突然動いても人が
すぐに逃げられる場所（高い所や非常⼝など）を確保し
ておく

原因

・大きな声を出して牛を驚かせてしまった
・他の人が作業していることに気づいていなかった

事故が起きた際は、牧場全員で原
因や対策を話し合う
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牛との接触 肉牛共通

去勢後や分娩後に牛が荒くなる発生状況

対策

・気が荒い状態の牛はできるだけ近づかないようにし、
どうしても移動させる必要などがある場合は、移動枠な
どを利用し、直接牛に接しないようにする
・⼦牛を捕まえる時は、逃げ場所を確保する
・牛にとって嬉しいことをさせてあげる

原因

・去勢後や分娩後には、牛は一時的に気が荒くなる
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牛との接触

大きく分けて、牛に直接、ぶつかられたり、踏まれたりする事例と、牛の動きによって周

囲の構造物にぶつかったり、挟まれたりする事例の２つのパターンが見られました。どの事

例も牛がどのように動くかや、周囲の構造物との間に挟まれることを事前に予測できていな

かった点が共通しています。牛が動く範囲は、牛が置かれている環境・状況によって変わっ

てきます。また、周囲の構造物も状況によっては凶器に変わります。それぞれの環境・状況

でどのような危険が生じるかを洗い出し、牧場全体で共有することが重要です。さらに、牛

の危険な行動を抑えるため、子牛の頃からの牛への接し方についても再考する必要もありま

す。牛を脅してコントロールするのは論外ですが、かと言って猫かわいがりしすぎても、牛

はじゃれついているつもりでも人間は堪えられない、ということになりかねません。

志藤博克氏 コメント
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機械作業
ダンプにロールを２つ積んで左折しようとした時、左の方は余裕があると思っていたが
それがなく、後ろのタイヤが曲がりかけの時、1ｍ位の幅の川に横転した発生状況

発生状況 バケットリフトにサイレージを積み込んでいたら、古い機械だったため、ブレーキが効ききら
ず、徐々に前に進んで壁とリフトに挟まれ、胸部圧迫による窒息で死亡した

対策

・機械のメンテナンスを行い、古すぎるものはきちんと
交換する
・機械から降りて作業する必要がある場合は、できるだ
け平らなところで行う
・機械から降りたらエンジンを毎度切る

原因

・古い機械だったため、駐車ブレーキの効きが悪かった
・傾斜があるところに止めてしまった
・前で作業する時、エンジンを切らなかった

対策

・道幅に適した大きさのトラックを使うか、トラックが
安全に左折できるように隅切りを設ける
・遠回りになったとしても、安全に通行できる道を選ぶ
・左右確認、気を引き締めて作業をする

原因

・トラックの大きさに対して、道が狭すぎた、または道
幅に対してトラックが大きすぎた
・状況判断ミス

普段は大丈夫でもいざということが起こりう
るので、安全教育は従業員全員に徹底する

危険な所は注意しておく

いくら気を引き締めていても、
この道を同じダンプで走る限り、
同様のことは起こりえます

エンジンを切っても駐車ブ
レーキが効かなければ同じこ
とです
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機械作業
トラクターから落下した発生状況

対策

・周囲の状況をよく確認する
・運転する時はシートベルトとヘルメットを着用する
・トラクターから降りるときは、後ろ向きで

原因

・シートベルトをしていなかった

走っているときに落下
したのでしょうか？
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機械作業

機械が予想に反して動いたり、機械と環境のミスマッチに操作ミスが重なるといった事例

が見られました。機械が予想に反して動いてしまうのは、整備不良が原因である場合もあり

ます。特に古い機械は経年劣化し、ブレーキの効きが悪くなったり、油圧が抜けやすくなっ

たりします。機械の点検整備は軽んじられがちですが、非常に重要です。また、トラックや

トラクタ等の大きさと道路の幅との関係についても、もう一度考える必要があります。その

大きさのトラックでは脱輪しやすい道幅であれば、いくら注意して運転していても、脱輪事

故のリスクは残ったままです。まず最初に危険源をできるだけ取り除きましょう。取り除け

ない危険に対しては、人が近づけないように柵を設けるなど隔離しましょう。そうした対策

をとった上で、安全に作業するにはどのような行動をとればよいのかを考えましょう。

志藤博克氏 コメント
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その他
水槽をスポンジで洗ってこすっていたら、水槽の端で手を切り、腱まで切れて指先が動
かなくなった（手術をし、今では指もきちんと動くようになっている）発生状況

発生状況 トンバックの上に置いていたスコップを取ろうと登ったところ、バランスを崩して転落し、着
地した際に骨折した。全治3か月

対策

・スコップをトンバックの上に置かない
・トンバックを置くときには元々あるトンバックの上に
物がないか確認する
・足元が不安定な場所には登らない

原因

・トンバックの上に置いていたスコップを取ろうと登っ
たところ、バランスを崩して転落し、着地した際に骨折
した。全治3か月

対策

・急いでいてもきちんと手袋をつける
・水槽を作ってもらうときに怪我をしないつくりにして
もらう

原因

・いつもはしている手袋をせずに洗っていた
・水槽のつくりが、端が切りっぱなしだった

道具の位置を決めておく
定期的に道具の棚卸をする
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その他
搾乳室でクラスターの自動離脱機能で外れたクラスターが⼝元にあたって⻭が⽋けた発生状況

発生状況 脚立に乗って雪を降ろそうとして倒れた。胸を骨折した

対策

・不安定な場所に脚立を置かない
・脚立の天板の上に立たない、ストッパーを掛けておく
・2人で作業し、１人は脚立を支える

原因

・足場が不安定だった

対策

・クラスターの離脱が急速にならないよう、空気の入る
穴がきちんと空いているよう保つ
・作業動線をクラスターの可動範囲からできるだけ離す
・搾乳室では常にクラスターに気を掛ける
・両手をふさがない

原因

・いつもは外れた音がしたらよけたり、手で払うなど、
近づかないのだが、たまたまバケツを両手で持っていて
よけられなかった
・クラスターの空気穴がふさがっており、離脱の際に勢
いがつく状態だった
・作業動線がクラスターの動く範囲と重なっていた
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その他

水槽の鋭利な縁など、端から見れば危ないと分かるところでも、当事者にとっては当たり

前の風景であり、ケガをするまで危険に気付かない、と言うことはよくあります。普段から

見慣れていると、危険性を感じなくなってしまいます。また、クラスターが飛んできてケガ

をするという事例がありましたが、クラスターが飛ぶということに慣れてしまってはいな

かったでしょうか？トンバッグの上から転落した事例も、トンバッグは不安定であることの

危険性に気付いていたでしょうか？皆さんの身の回りには思った以上に危険が潜んでいます

が、自分では気付きにくいので、仲間を誘ってお互いの農場を訪問し合って、潜んでいる危

険を見つけることをお勧めします。

志藤博克氏 コメント
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全体を通して

概ね原因と対策をご自分なりに検討していただいています。ここで注意しないといけない

のは、こうしたアンケートで対策を検討すると、得てして「優等生的な解答」になりがちだ

ということです。例えば「一人で作業をしない」ことを対策とした場合、これをいかなる場

合でも守ることができるでしょうか？人手が十分に足りているならば問題はありませんが、

多くの牧場では猫の手も借りたい状況が必ずあるのではないでしょうか？「いつもは二人で

作業していたが、その時は忙しくて一人で作業せざるを得なかった」ということは十分にあ

り得ることです。それならば、どうしたらいいのか？その答えが「いかなる時でも守れる

ルール」になるはずです。一人で考えていても難しいので、これも是非、グループで相談し

てアイデアを出し合ってみてはいかがでしょうか？

志藤博克氏 コメント
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参考資料
オホーツク総合振興局網走農業改良普及センター
「家畜労働安全のすすめ」https://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/kankoukatikubousi.html

では、労働安全についてのアンケートや現地調査を行い、原因や対策についてまとめられて
います。この度は掲載の許可を頂きましたので、一部を紹介させていただきます。

・対策を知り対策する
・安全を購入する
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対策を知り、対策する

Before

パーラー内のハシゴが滑
りやすくて危険･･･

滑り止めテープを巻き付けて改善！

After

パーラー内の階段が滑り
やすくて危険･･･

滑り止めをビス留めして改善！

牛に足を踏まれ、
ケガをした･･･

足の甲プロテクターを装着して改善！
先芯入り長靴もおすすめです！

現場ごとに状況が異なりますが、まずは色々な対策を知り、
自分たちの環境を見つめるのも一考です。安全の正解不正解は
難しいですが、作業者が「安心する」事は一つの正解だと思います。

Before After

Before After

アルミ製なのに軽くて
違和感が無いです！

とても滑りにくく
なりました！

昇降時の安心感が
増えました！
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パーラー内で牛に薬を飲ませようとしたところ、
牛が頭を振り手の甲を鉄柱に打ち付けた クッション性のあるトラテー

プを巻き付けた

安全対策が無く、高所で作業
する際、落下する危険性があっ
た・・・

アスファルトの凹凸があり、車両
走行時にはまりそうになったり、作
業者がつまづく危険があった・・・

マイルドパッチ（水との反応により硬化するアルファルト材）
で補修して改善！

Before After

Before After

ロープ三角標識
を設置

作業者落下防止の
ためゲートを設置

足場の安心感
が増した

Before After

作業時はハーネス
と命綱を装着

ゲートを解放して作業する時
は転落防止用バーをセット

手の甲用プロテク
ターを購入
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パーラー内の、ゲート支柱の両端が
作業者の頭部に当たりそうだった・・・

頭上注意ステッカーとトラテープを貼り、注意喚起！

普段つなぎを着て作業してい
るが、牛に挟まれて危険な目
に遭う可能性が･･･

挟まれたりどつかれた時に
胸部を保護できるチェスト
アーマーを装着して、作業を
行っています！

水回りの作業時、床が滑りやすくて
危険・・・

耐滑先芯入りの
長靴を購入！

Before

AfterBefore

Before

After

After

滑りにくく、
作業者の安心感
が増えました

装着に慣れると、
逆に装着していない
と不安になるくらい

トラテープで
目立つように

軽くて作業
しやすい！
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処理室内の床にホースがあり、作業
者がつまずきそうで危険・・・

ません棒の先端がむき出しに
なっており、作業者がケガをする
危険があった 先端の切り口にキャップをはめて改善！

低い位置にパイプラインの配管があり、
頭にぶつけそうだった・・・

目立つように、配管にトラテープを巻き
付けて注意喚起！

ホースがある時は「足元注意」のサイン
スタンドを置くようにした！

Before After

Before After

Before After
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車両作業用ピットのふちの危険
帯表示が薄くなっていた

太さを倍にして塗り直して改善！

給餌車の中に入って残渣を掃除する作業があり、
刃に当たって負傷した・・・

Before After

Before After

Before After

耐切創手袋
も購入！

転落防止の囲いや
蓋も検討中です

病牛を起立させようと尾を引っ
張った際、牛が急に動いた弾みで
左足が滑り、バーンクリーナーに転
落、左足を負傷（アキレス腱部分
断裂）した。

牛の間に入る作業時、
「人が入る側」に牛の頭
を固定するようにした

エサの投入
量を制限し、
脛プロテク
ターを購入
して改善！

－29－



バーンクリーナーのミッション付近に引っかかったわらを除去し
て降りようとしたところ、つまずいてコンクリートの堆肥盤に落下
した

バーンクリーナーのミッション付
近まで、丸パイプで手すりを自作
して設置した

搾乳中、牛舎に入ってきた子供の
声に驚いた牛に左太ももを踏まれ、
左足首を捻った

事故当時を再現した様子

不安定なものは複数箇所を固定する、
ヘルメット着用の重要性を認識したパドックのゲートの支持柱を修理しようとしたところ、柱が

自分に向かって倒れてきた！背後に仔牛が身体を寄せて
いたので逃げられずに頭部を打った･･･

倒れた柱

Before After

Before After

Before After

倒れた柱の基
部を補修した

他に危ない柱がないかも
確認した

子どもたちに牛舎
内での注意事項を
守ってもらいます

家族ルール
の徹底！

『牛の近くでは
大声や大きな
音を出さない』

高所作業を行う際は
ヘルメットを着用す
る必要があります

自作した
てすり
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給餌作業後、ホッパー内部に入っ
て残渣掃除を行っていたところ、
誤って左手が飼料混合用の回転
刃に接触し、甲を切った

消石灰を牛床に散布していた際、発情牛に追突
され、手に持っていた消石灰入れを床に落とし、
舞い散った消石灰が両目に入った

ゲートを閉めて、周囲の安全を確認できてから
消石灰を手に取るという手順の実施を考えて
います

他の清掃方法がとれることが望ましいが、内部に入らざるを
得ない場合は、耐切創性手袋や作業着、ヘルメット、安全靴
を導入する必要がある！

持ち手が針
金で細いの
で、改良の
余地あり！

１ヵ月以上、車の
運転が出来なくなった。
後遺症もある。

Before

Before

切断刃カバー
もあると良い！

Before After

分娩した牛を牛舎に移動する際、牛が動かな
かった。引っ張っていたら牛が急に動き出し、
ロープが手首に巻きついてそのまま引っ張ら
れ、左手首を負傷した

緊急時、すぐにロープを離せる
ように持つようにした

「いつもは大人しい牛」
と油断しないこと！

防護ゴーグルを
数種類試した

After

消石灰入れ
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昼過ぎに従業員が牛舎へ作業に行った際、牛舎の飼槽付近に別の従業員が倒れているのを発見
した。事故後すぐであり、従業員に近づくと「牛にやられた(本人談)」と答えた。すぐ病院に運ばれ
たが、ろっ骨を骨折しており肺も損傷していた。

牛舎の屋根裏でクモの巣清掃を行って
いた。後ろに下がりながら作業していた
ところ、敷料投下用の穴に転落し、頭部
右側を強打して出血した

Before After

Before

After

はしごにヘルメットを常備しており、
２階に登る時は必ず着用しています

「どつく牛
（危険牛）」
リストを作成し、
作業者で共有！ 牛舎内作業者は乗馬用プロ

テクターを装着しています

過去にどついた
牛を「鈴」と
「赤い首ベル
ト」で判別でき
るようにした

危険に備え、「護
身用の棒」を牛舎
に常備している
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安全を購入する
安全対策グッズは数えきれないほどありますがその一部を紹介しま
す。ご購入はお近くの金物店・農協資材店舗へお問い合わせいただ
くか、インターネット（モノタロウ、ミドリ安全など）で、下記商品名で
検索してください。

表 裏

○手甲ガード

手の甲を守るプロテクター。マジック

テープで調整が可能なため、手によく

フィットする。左右兼用で軽く、作業性

が良い。

材質：SBR、ナイロン

参考価格：約900円前後

○チェストアーマー

バイク用として市販されている、胸部

専用の保護プロテクター。簡単に装着

できて軽量。

材質：合成プラスチック

サイズ：フリー

参考価格：約3,900円前後

○すねガード

足のすねや膝を守るプロテクター。

作業を妨げず、しっかりフィットする。

材質：ポリエチレン

参考価格：約2,200円～

※各製品の参考価格は一例として記載しています。製品仕様によって異なりますので、ご注意願います
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○トラテープ各種

危険防止のトラ柄安全標識テープ。

布テープ、強粘着タイプ、すべり止め付

き、クッションタイプ、路面貼用、反射

テープなど種類多数。

使用環境や用途に合わせて、サイズ

や材質を選べる。

参考価格：約530円～

○すべり止めテープ屋外用

階段等のすべり止めに最適。耐水性

に優れ、屋外でも使用できる。

はしごに巻き付けたり、脚立や階段

のステップにすべり止め補強すれば、よ

り安心して作業を行える。

参考価格：約1,500円～

○階段用すべり止めカバー

特殊な表面構造により、高い摩擦

力をもつ階段用すべり止めカバー。鉄板

からコンクリートまで、あらゆる階段に利

用可能。

付属のネジにて簡単に設置できる。

参考価格：約7,500円～
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○ヘルメット

飛来・落下物の衝撃から頭部を保

護する。側面からの圧力にも強い溝付

構造のものもある。

材質：ABS樹脂

参考価格：約1,500円～

○ヘッドライト、キャップライト

夜間の牛舎作業に使えるヘッドライ

ト。高輝度、防水、角度調節機能付き

のものもある。

キャップライトは、帽子のツバに装着

する。

参考価格：約1,000円～

○サインスタンド

滑りやすい場所、つまづきやすい場

所に設置することで、注意喚起する。

とても軽量なので持ち運びが容易。

材質：ポリプロピレン

参考価格：約1,000円～

－35－



○ロープ三角標識

危険区域や注意表示を簡単に広範

囲で行うことができる。

仕様：ロープ10ｍ、旗10枚

参考価格：約3,000円前後

○耐切創手袋

鋭利な刃物等を使用して作業を行

う際に、手を切ってしまう事故を防ぐこと

ができる。切れにくい素材でできている。

すべり止め付きのものもある。

材質：超高強度ポリエチレン、ポリウレ

タン

参考価格：約600円～

○手甲保護手袋

ハンマー等による打ちつけ事故の軽

減、運搬時の挟み込み事故を軽減さ

せる。手のひらや手の甲に厚みのある

ゴムがつけてある。

材質：綿、ポリエステル

参考価格：約1,200円～
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○防護ゴーグル

目を完全に保護するゴーグル型の保

護メガネ。防曇性を高めたものや、メガ

ネ・マスクを着けたままでも着用可能の

ものもある。

粉じんが発生する作業やグラインダー

を使う作業に使用。

材質：（レンズ）ポリカーボネイト

参考価格：約300円～

○カーブミラー

建物の物陰から人が飛び出してくる

可能性がある場所、機械同士が衝突

する可能性がある場所に設置。

サイズ：複数種類あり

参考価格：

（ポールあり）約40,000円～

（ポールなし）約5,000円～

○護身用棒

伸縮式の警棒。市販されているもの

の素材は様々。

牛と安全な距離を保ちたいとき、牛

に挟まれたなどの緊急時に使用。

材質：スチール、アルミ、プラスチック

など

参考価格：約900円～

ポールあり ポールなし
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安全長靴あれこれ
安全性を高めるための長靴です。用途に合わせて使い分けましょう。

○先芯入り安全長靴

先芯入り安全長靴。牛に足を踏ま

れたときや、足への落下物の衝撃から

足先端を保護する。

材質：PVC、鋼鉄やスチール（先芯）

参考価格：約2,900円～

○先芯入り安全長靴（防寒）

防寒性の高い、先芯入り長靴。イン

ナーにフエルトを使っているものもある。

鋼鉄製の先芯入り。

参考価格：約4,000円～

○耐滑先芯入り長靴

耐滑性に優れており、鉄製の先芯

入りの長靴。水や糞尿で滑るのを防ぎ、

足への落下物等の衝撃も防ぐ。

参考価格：約5,000円～

※各製品の参考価格は一例として記載しています。

製品仕様によって異なりますので、ご注意願います
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○超耐滑長靴

水や油の滑りに強く、硬い金属面・

タイル等の凹凸がある床でも高い耐滑

性を発揮する。

スリップサイン（靴の交換時期をわ

かりやすくするために、靴底に設けられ

た凹凸部分）がついているものもある。

材質：PVC、ワイド樹脂（先芯）

参考価格：約7,000円～

○長靴用甲プロテクター

牛に足を踏まれた時や、落下物が

あった時に足の甲部を守る取り外し可

能な甲プロテクター。

芯材：アルミ

バンド素材：革/ゴム

参考価格：約1,090円前後

※先芯のある長靴のみに使用すること。

先芯と10mm以上重ならないと安

全性に不備が出ることがある。

○スパイク付き防寒長靴

雪道・凍結した路面でも滑りにくい

金剛砂配合＋スチールピンスパイクが埋

め込まれている。裏地には防寒ウレタン

素材を使用し、暖かい。

材質：合成ゴム

参考価格：約7,700円～

装着例

安全長靴あれこれ
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さいごに

「安全」より大切な農作業は
ありません。

今日も一日皆さまが安全で
ありますよう。

-参考-
農作業事故の対面調査事例集 北海道編 H23～H26
農作業事故の防ぎ方と労災補償（三廻部眞己、H22）
乳牛との接触による事故の実態と対策
(志藤博克、畜産会経営情報)
農研機構 「農作業安全情報センター」 ホームページ

-協力お礼-
ホクレン訓子府実証農場
トップファームグループ（佐呂間町）
有限会社 石川ファーム（津別町）
株式会社 学林ファーム（八雲町）
オホーツク地区農作業安全運動推進本部
国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
農業機械連携調整役 志藤博克 博士

作成：網走農業改良普及センター 地域課題解決研修チーム
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